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．
　
　
い
　
・
　
　
　
　
　
　
　
押
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
　
　
　
　
法
　
　
政
　
　
研
　
　
究
、
第
十
ヨ
巻
　
第
二
號
　
。
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
、
・

　
　
は
敦
れ
も
入
を
レ
て
組
織
に
於
け
る
機
構
力
を
最
高
度
に
磯
廻
せ
し
め
ん
と
す
る
塵
の
組
織
の
整
備
に
異
な
ら
な
い
。
如
何
に
卓
越

　
、
し
た
人
で
あ
っ
て
も
㍉
現
行
制
度
の
組
織
の
中
に
あ
っ
て
は
組
織
に
定
あ
ら
れ
た
虞
の
力
を
獲
揮
す
る
丈
け
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
如

　
㌔　
　
何
に
優
れ
た
統
制
騒
騒
で
あ
っ
て
も
上
記
の
行
政
官
廃
職
権
委
譲
法
又
は
今
年
一
髪
二
十
日
の
行
政
官
廃
職
椹
委
譲
令
が
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
な
ら
ば
、
業
者
に
封
ず
る
強
か
な
る
統
制
を
加
へ
る
こ
と
が
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
、
各
業
界
の
統
制
力
強
化
の

　
　
．
爲
に
は
法
令
の
整
…
備
、
改
｛
贋
、
攣
更
が
先
決
問
題
で
あ
る
ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
∵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
、
　
　
　
　
　
　
・
　
　
3
3

　
　
　
こ
の
や
う
な
観
黙
に
立
つ
た
と
き
に
、
行
政
上
最
も
重
要
な
問
題
の
一
つ
は
塙
行
政
．
に
於
け
る
企
劃
と
執
行
の
問
題
で
あ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
の
企
劃
と
執
行
と
を
、
如
何
に
組
合
せ
、
瓦
は
反
撃
に
こ
れ
を
分
離
し
、
そ
の
各
々
の
力
を
能
才
限
り
磯
饗
せ
し
め
る
こ
と
は
｝
行

・
、
政
の
運
思
に
曾
て
最
も
基
本
的
な
こ
と
で
あ
る
。
只
よ
從
來
、
ρ
所
謂
立
憲
主
義
的
意
義
に
於
で
は
企
劃
の
代
り
に
議
決
の
言
葉
が
用

ザ

　
　
ひ
ら
れ
て
る
た
。
議
決
機
關
と
執
行
機
繭
の
二
つ
の
組
合
せ
を
如
何
に
な
す
べ
き
か
が
根
本
問
題
で
あ
っ
た
。
　
　
目

　
　
　
　
亀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
議
決
機
關
と
執
行
機
關
と
の
星
野
に
就
い
て
は
う
第
繭
に
爾
音
を
全
然
樹
立
せ
し
め
ん
と
す
る
方
法
、
第
工
に
撰
者
を
三
富
ぜ
し

　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
・
め
な
が
ら
識
者
の
結
合
を
認
め
る
方
法
、
・
第
三
に
議
決
と
執
行
と
を
＝
兀
化
す
る
方
法
が
考
へ
ら
れ
た
。
第
一
の
方
法
を
二
部
制
と

　
　
謂
ひ
、
第
二
の
方
法
惣
三
部
制
と
謂
ぴ
、
第
三
の
方
法
を
二
部
制
と
謂
っ
て
み
た
9
ζ
れ
を
例
べ
ば
地
方
議
會
に
就
い
て
見
る
な
ら

　　

ﾎ
、
．
蔀
草
藁
珂
藩
と
市
町
嚢
と
を
売
化
芒
め
た
磨
墨
蓄
あ
っ
等
営
、
琴
妥
難
嘉
の
穿
エ
ル
・
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
マ

　
　
制
に
探
用
さ
れ
、
當
時
最
も
進
歩
的
な
地
方
制
度
で
あ
る
と
云
は
れ
て
る
た
。
、
二
部
制
は
市
町
村
會
、
』
市
町
村
長
の
二
元
的
組
織
を

　　

T
る
方
法
で
あ
っ
て
鏡
鑑
方
鯉
於
て
見
膨
れ
る
要
撃
。
繭
二
部
轟
轟
、
夏
あ
莞
懇
島
に
專
審
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
〆
　
　
　
　
　
　
　
畔
．

　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
∬
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
｛
　
鞭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

ノ



＼

’＼
馬

メ

’
、

虹
1
、
、
　
　
　
　
博

　
’

、　
’

、

、

、

　
●
　
●
’

β

　
　
　
　
認
め
る
方
面
で
あ
っ
て
、
現
行
市
制
に
点
て
見
ら
れ
る
虞
で
あ
み
。
そ
れ
ら
の
部
制
が
濡
れ
を
以
て
最
適
と
す
み
か
の
論
議
は
詰
論
’

　　

@　

ﾉ
譲
る
郭
、
轡
．
時
所
謂
立
璽
迂
愚
に
於
て
煮
ら
墾
ゐ
毒
の
も
貧
㌔
斯
く
の
如
議
決
と
警
の
；
三
三
で
茗

．
　
た
。
・
お
憂
と
警
霜
合
芝
依
っ
て
或
は
諸
職
主
葉
張
化
せ
ら
μ
、
域
は
反
無
蓋
主
繋
羅
認
れ
で
る
た
。
例

　
　
　
　
”
へ
侵
、
法
令
上
ぼ
議
會
に
封
し
乳
て
議
決
権
を
認
め
》
表
決
構
を
認
あ
な
い
の
に
反
し
て
、
執
行
機
關
に
謝
し
て
表
決
権
を
魂
あ
る
も

　
　
　
　
議
決
灌
を
與
～
．
な
い
之
云
ふ
が
如
く
で
あ
る
。
こ
の
二
元
立
田
が
特
に
二
部
制
に
於
て
ぼ
最
も
樹
立
的
に
表
現
せ
ら
れ
た
爲
に
、
議
脈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ

　
　
　
・
決
短
章
と
勲
行
機
關
と
は
勢
瓶
封
立
關
係
に
置
か
れ
ざ
「
る
を
得
な
ぐ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
」
に
議
決
愚
計
と
執
行
機
關
止
の
封
立

　
　
．
、
．
纂
の
車
影
開
さ
れ
た
が
き
9
一
部
制
に
依
る
翌
抗
婁
防
止
志
す
る
爲
際
一
二
部
禦
美
さ
れ
た
の
で
禽
。
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば

　
　
　
　
．
部
制
は
嚢
機
織
と
警
機
關
と
の
闇
に
；
の
蓮
犠
關
難
曲
さ
う
奏
め
た
。
距
ち
、
蓮
絡
機
密
を
慢
ず
薯
は
、
憂

　
　
　
、
機
關
の
中
か
ら
選
砒
さ
れ
た
者
で
あ
ゲ
、
し
か
も
蓮
絡
機
關
の
主
宰
者
た
る
議
長
は
執
行
機
關
の
盾
畏
で
あ
る
。
こ
の
連
絡
三
三
は
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ヘ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
リ

　
　
　
，
蒐
如
何
慰
協
力
的
組
磐
観
を
呈
し
た
が
・
そ
の
實
謄
於
て
は
寧
ろ
議
決
騰
の
縮
圖
吾
り
・
執
行
舗
の
牽
制
的
存
在
、

　　

@
　
、
奮
に
導
な
か
っ
た
．
蓮
絡
備
の
輩
者
た
る
議
長
が
そ
曾
肇
行
の
爲
に
蕩
な
る
譲
を
採
ら
う
と
す
る
き
は
、
常

　
　
　
．
に
連
絡
井
面
権
成
者
か
ら
牽
・
制
を
受
け
、
或
は
安
協
を
鯨
愚
な
く
せ
し
め
ら
れ
、
そ
、
の
欲
す
る
が
如
き
適
正
な
る
行
政
運
螢
を
不
珂

　
　
　
　
襲
ら
し
め
で
る
た
。
甚
だ
し
き
に
至
っ
て
は
、
漣
心
機
關
の
主
宰
者
た
る
議
長
は
己
の
非
違
穫
奮
に
直
江
機
關
を
操
縦
し
、
幽

　
　
　
　
議
決
機
關
の
負
澹
…
に
於
て
執
行
…
機
關
の
非
違
を
隙
蔽
す
る
こ
ど
さ
へ
考
」
へ
た
。
斯
メ
の
如
ぐ
三
部
制
の
弊
碧
が
顯
著
に
な
っ
た
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
ヘ
　
ロ

　
　
　
、
・
、
考
案
蛎
ら
れ
た
虚
の
も
の
が
一
部
制
で
あ
っ
光
。
一
部
制
に
於
て
は
、
議
決
立
野
と
撒
行
機
關
と
を
止
揚
し
、
，
℃
れ
を
ご
兀
化
し
、

　
　
　
　
　
　
　
好
政
乏
・
こ
る
ど
亀
ろ
　
・
一
∵
・
　
　
“
∫
．
甲
ジ
ー
．
　
覧
δ
九
・
．

、
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法
　
　
欧
　
・
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究
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第
十
三
二
四
ご
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
σ
　
　
　
　
ン
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
’
議
決
機
關
0
申
に
執
行
機
關
を
統
合
し
議
決
す
る
と
こ
ろ
即
ち
執
行
す
る
と
こ
ろ
た
ら
し
む
る
に
至
つ
売
。
執
行
者
は
醐
面
に
於
淀

　
　
　
ヴ

．
　
　
　
　
議
決
す
る
ガ
を
有
し
・
議
決
者
は
他
面
に
於
て
執
行
者
た
る
の
地
位
を
保
有
し
た
の
で
み
る
。
こ
の
方
法
に
バ
イ
エ
ル
ン
地
方
制
に
・

　　

@　

@　
Q
探
量
れ
盗
、
露
華
が
充
分
に
示
さ
れ
恣
選
に
ナ
チ
ス
勉
方
梅
擬
葦
た
．
從
っ
て
こ
の
意
味
養
て
荘

・
．
　
　
　
　
・
部
制
の
地
方
制
度
に
お
け
る
實
績
は
充
分
に
知
ら
れ
て
み
な
い
が
、
他
の
方
面
に
於
て
は
こ
れ
と
略
弐
同
様
な
方
法
を
採
っ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
が
少
く
な
い
ゆ
　
　
　
　
　
・
　
　
　
．
　
∫
　
　
　
r
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
“
　
　
　
、
　
ノ
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ

　
　
　
　
。
　
只
言
虞
●
で
は
、
そ
れ
ら
の
問
題
に
介
入
す
る
こ
と
な
く
、
所
謂
立
憲
主
義
時
代
に
於
て
の
議
決
と
執
行
と
の
二
つ
の
観
念
は
、
次
㌃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
　
　
　
　
せ

　
　
鋤

　
　
　
　
　
第
に
企
劃
と
執
行
と
σ
観
念
に
韓
質
獲
嚇
し
た
こ
と
を
指
摘
す
れ
ば
足
る
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
元
來
議
決
は
、
三
軍
に
議
案

　
　
　
　
　
を
決
メ
る
を
で
導
べ
と
て
、
議
案
藁
罰
し
、
議
案
を
検
討
し
譲
案
を
論
決
す
み
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
卸
．

噸
　
　
　
　
ち
，
議
案
の
準
備
、
槍
討
、
・
論
決
等
を
主
な
る
図
的
と
す
る
塵
の
議
決
は
、
そ
の
本
來
、
の
職
能
に
於
て
企
劃
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
・

　
　
　
　
　
ふ
は
真
意
の
職
能
が
議
決
の
穏
語
に
依
つ
で
表
奪
ら
れ
て
る
允
に
樋
ぎ
な
い
。
何
故
に
企
劃
が
議
決
の
用
語
振
つ
で
表
示
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
ら
れ
た
か
乏
去
へ
ば
導
そ
ご
に
疑
ひ
も
な
く
議
會
制
度
と
議
會
制
度
を
通
す
る
塵
の
多
敏
決
主
義
と
が
映
出
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
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濱
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・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
　
　
μ
　
一
‘

　
　
　
　
　
議
會
翻
度
乏
多
籔
決
主
義
巴
が
、
企
劃
の
職
能
を
採
上
げ
た
と
避
こ
れ
を
議
決
の
職
能
と
し
て
考
察
し
」
、
企
劃
の
職
能
と
し
な
か
ρ

　　

@　

　　

@　

@
誘
玉
職
曇
り
も
つ
穫
舗
を
愛
す
る
虞
の
趨
者
に
依
羅
遷
の
も
の
薫
女
重
謹
叢
れ
詮
至
審
即
筆

．
如
湘
匿
蔀
る
か
謀
は
企
写
譜
を
轟
轟
に
落
か
備
畜
謬
は
茎
っ
て
箆
っ
」
ρ
書
意
嘱
可
決
漆
醸
る
』

　
　
　
　
　
　
㌃
型
　
　
べ
　
　
・
ぐ
・
、
．
ジ
∵
　
也
　
『
・
　
　
・
　
　
㍗
∵
～
　
∵
　
．
　
「
．
デ
．
・
：
『
㌶
・
・
、
・
～
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ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
　
　
　
’
　
　
　
～
、
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
．
．
か
要
言
で
あ
り
提
ウ
三
群
の
多
警
の
結
合
姦
曲
に
議
決
機
關
を
構
成
す
る
か
が
問
題
で
あ
っ
た
の
で
奮
。
老
の
壽

　
、
　
　
が
如
何
な
る
企
劃
力
を
有
す
る
か
は
殆
ん
ど
問
題
澄
は
な
く
し
．
て
、
．
一
・
つ
の
議
案
の
議
決
数
の
多
少
が
常
《
問
題
と
な
っ
て
み
た
9

　
　
　
　
　
こ
の
や
う
孜
關
係
を
繰
返
へ
し
忽
襲
展
七
で
來
つ
た
虎
に
所
謂
議
會
の
盛
衰
の
歴
史
が
あ
っ
た
鐸
で
あ
る
。
・
当
：
．
．
’
、
　
、
、

ゆ
■
　
・
笑
事
、
朔
銀
笛
皇
蒙
書
し
、
馨
を
欝
す
る
磨
多
数
が
從
來
の
意
義
宿
値
と
を
葉
な
く
馨
空
き
に
撃
．

　　

@　
K
甚
そ
姦
に
依
つ
奮
決
し
よ
う
と
す
を
と
嫁
、
甚
し
董
凄
な
藻
で
湊
な
ヴ
た
．
葉
替
、
四
三

、
，
詫
弩
て
事
を
決
喀
こ
乏
が
墨
な
蔑
を
蒔
た
聖
ち
た
と
い
へ
、
形
式
的
に
謂
へ
ぜ
、
怯
愈
こ
の
勢
姦
な
《
七
．

　　

@　

@
は
馬
決
τ
饗
老
・
髭
め
話
る
を
が
蕩
で
あ
る
、
・
葎
馨
制
会
誌
て
そ
れ
が
蒼
掩
即
ち
、
法
令
上
定
め
ら
舟

　　

@　

E
奮
議
決
饗
．
蓄
馨
σ
謬
れ
る
墜
、
難
量
感
膣
盆
讐
な
恥
。
こ
．
、
に
幕
の
意
義
に
於
て
の
議

　　

@　
寀
@
關
の
搭
と
意
態
が
あ
る
と
講
書
盤
な
ら
悪
例
へ
催
、
爵
蕃
に
於
て
布
馬
孤
例
は
、
市
興
町
蒲
の
、
・

　　

@
　
　
憐
灘
に
依
ゆ
書
聲
籔
の
薄
霞
素
望
レ
た
書
議
に
囎
て
過
重
叢
て
滋
藤
す
べ
宝
若
し
喬
否
、
綴
、

　
　
　
v
な
る
ど
き
は
議
長
が
こ
れ
を
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
噂
即
ち
、
・
傷
悲
の
制
定
に
當
っ
て
は
、
蔚
別
に
定
め
た
契
合
を
除
き
、
．
議
決

　　

@　
T
の
歪
馨
し
冗
ば
禿
を
塾
し
嚢
悪
妻
聖
．
．
庭
餐
見
れ
ば
、
議
繍
尋
薯
意
義
・

　　

@
　
・
は
学
者
の
回
忌
依
っ
て
こ
れ
義
決
す
を
と
そ
の
こ
と
で
あ
る
。
．
こ
．
・
～
．
、
「
一
て
・
，
“
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
．
、
然
る
忙
、
肇
進
展
と
共
に
↓
、
湖
の
行
政
現
象
が
毎
至
燦
護
を
加
ふ
る
蕉
至
る
と
凝
早
藤
の
嚢
繍
は
魂
劃
■
・

　
　
　
　
デ
的
職
能
を
そ
の
ま
」
に
保
持
し
、
こ
れ
を
摺
溺
す
る
こ
乏
萱
要
望
く
な
っ
た
。
翌
週
、
從
凍
の
議
決
機
關
は
馬
主
と
し
て
名
三
三
三
一
．

　
　
　
　
　
　
　
　
有
政
と
三
ど
こ
箆
　
・
．
、
　
熊
．
㌧
．
．
讐
．
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，
㌦
児
ρ
　
．
二
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．
∵
＼
．
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．
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曹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
　
　
法
　
　
政
　
　
研
　
　
究
　
　
第
十
三
巻
　
第
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
一
一
ご
　
　
　
’
　
　
僧
，
、
・

構
成
貫
を
以
て
瀾
た
さ
れ
て
み
た
が
故
に
、
こ
の
種
の
名
轡
量
的
構
成
員
を
以
て
し
て
は
、
複
難
極
れ
る
行
敏
現
象
を
個
々
に
採
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

げ
・
具
体
的
に
綜
合
し
、
こ
れ
が
検
討
・
論
議
を
な
す
こ
と
は
・
極
め
て
困
難
な
る
に
至
っ
た
ρ
斯
く
し
て
、
．
こ
の
種
の
企
劃
の
職

能
は
議
決
機
關
か
ら
自
ら
執
行
機
關
へ
委
護
又
は
韓
化
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

覇
行
機
瀾
は
元
來
執
行
の
み
を
專
任
す
べ
き
で
あ
る
億
謂
ふ
を
侯
た
な
い
。
法
令
に
違
反
芋
、
公
釜
に
合
致
し
て
、
そ
の
最
も

適
法
安
當
と
す
る
腱
に
從
つ
七
執
行
す
る
こ
と
が
最
も
根
本
問
題
で
あ
る
。
銑
に
定
め
ら
れ
た
る
塵
の
案
を
そ
の
ま
、
に
何
等
の
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
ぐ
　
ふ

凸
な
く
執
行
す
る
こ
と
が
根
本
の
問
題
で
あ
る
。
－
と
の
こ
と
は
、
一
見
す
れ
ば
、
極
め
て
容
易
で
あ
り
、
叉
可
能
で
あ
る
が
如
く
で

あ
る
が
・
妻
は
決
し
て
さ
う
で
な
い
。
猫
碁
易
で
な
く
曼
可
能
で
な
い
ば
か
り
で
な
く
掬
毒
こ
潅
極
め
董
三
四
と

で
あ
る
・
親
な
る
藩
撃
て
も
そ
の
執
行
さ
砦
馬
鐸
体
聖
賢
正
で
な
ぐ
丈
響
で
な
か
つ
程
ら
ば
、
そ
皐
の
穫
は
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へ

殆
ん
ど
滅
却
す
る
。
若
し
、
案
の
便
値
に
し
て
滅
却
し
た
な
ら
ば
、
案
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
か
り
た
ど
同
様
で
泌
る
ば
か
り
で
な

く
、
却
て
歪
め
ら
、
れ
た
る
案
を
通
じ
て
の
弊
害
す
ち
も
、
績
翫
す
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
嘗
て
東
京
市
内
の
出
細
事
で
あ
る
ガ
薄

　
　
　
　
　
　
　
　
が
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ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

一
軒
σ
家
で
、
選
爆
権
ば
淺
草
匿
、
郵
便
物
は
下
谷
匠
と
云
ふ
例
が
あ
り
た
。
こ
れ
は
大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
關
策
大
震
災
四
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
七
重
時
の
復
業
の
換
麗
分
疑
測
上
誤
謬
が
あ
っ
て
、
爾
匿
の
境
界
と
行
驚
劃
・
」
が
落
し
遷
喬
誕
生
し
蓬

に
爾
來
十
年
聞
秘
鍵
の
間
に
紛
争
が
牽
け
ら
れ
た
が
、
漸
く
今
年
ア
帽
二
十
九
日
東
京
府
参
事
會
で
解
決
じ
｛
市
會
の
決
定
を
見
た

㌧
曳
延
著
説
述
三
旦
温
ら
實
濡
れ
肇
β
た
還
る
．
こ
の
膠
依
っ
て
も
知
方
れ
落
叢
書
警

は
如
何
に
轟
な
篠
を
蓼
蛮
考
髭
譲
の
漱
禦
如
喫
馨
に
虜
は
れ
な
盆
ば
磁
器
謝
耀
、
栖
に
多
ぐ

爵

＼
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一
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，
　
　
　
一
・
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ピ
れ
を
見
る
の
で
み
る
。
こ
の
鮎
に
於
て
執
行
機
關
が
行
政
0
中
綴
機
關
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
謙
れ
る
⑳
で
あ
る
。
，
・
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舞
行
政
官
聴
は
、
量
も
亘
大
な
る
行
政
の
執
行
者
で
あ
る
。
㎏
從
っ
て
．
て
の
種
の
有
政
官
憲
が
量
も
植
正
な
る
行
政
の
執
行
を
な
す
．

　
　
　
・
・
．
，
　
を
ば
行
政
の
本
質
養
う
し
、
畏
の
震
を
完
聡
警
意
味
に
於
て
、
最
董
覆
問
題
で
あ
る
。
・

、
．
　
　
餐
叢
書
た
や
蜜
最
載
量
毒
の
馨
を
れ
に
隻
警
機
甲
く
α
企
業
鴬
野
行
政
晶

・
・
　
　
満
し
著
く
磁
性
撮
得
せ
し
隠
る
に
至
っ
た
。
署
る
ぞ
蕪
に
群
像
運
任
廃
へ
の
入
墨
の
葵
は
旧
著
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
婁
で
も
肇
、
条
自
益
で
も
な
か
つ
巻
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
元
來
執
行
機
關
は
そ
の
本
來
の
執
行
書
覆
t
、
且
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
、
い
執
行
0
適
正
を
維
持
す
る
爲
に
は
、
豫
め
執
行
に
適
切
な
準
備
V
検
討
、
．
論
洗
蛇
に
そ
れ
ち
を
綜
合
し
た
嵩
め
企
劃
が
必
要
で
あ
ウ

　
　
．
　
　
、
，
　
　
・
た
か
ら
で
あ
る
。
9
即
ち
、
鳳
つ
の
執
行
の
爲
に
若
干
の
企
劃
が
豫
定
さ
れ
る
と
ど
は
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
ぼ
か
ゆ
で
な
べ
、
寧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
、
　
　
　
㌦
ろ
執
行
の
癒
正
、
容
房
、
」
円
冊
を
計
る
爲
に
は
望
ま
七
い
こ
と
で
す
ら
あ
っ
た
ρ
で
あ
る
。
從
ヴ
セ
も
從
來
に
覧
て
も
亦
執
行
者
だ
層

　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
・

　
　
　
　
　
　
　
　
，
．
る
行
政
官
聴
は
若
干
σ
企
劃
性
を
持
つ
こ
ど
を
許
容
ざ
れ
で
ぬ
た
の
で
あ
を
ゆ
元
來
、
若
干
の
企
劃
性
を
持
つ
こ
と
を
許
容
さ
れ
て

　
　
　
、
　
　
み
た
行
馨
緊
、
．
更
に
斎
の
企
劃
性
を
二
塁
域
琴
乏
至
る
と
、
行
政
轟
そ
の
も
の
無
謬
が
蓮
華
劃
的
傾
向
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
帯
び
る
に
至
り
、
本
來
㌦
の
執
行
九
a
上
に
企
劃
力
を
併
せ
持
つ
κ
至
る
の
で
み
る
。
　
　
　
．
　
　
　
　
、
卍

・
　
∬
　
跡
あ
鴛
融
雪
雄
黄
黍
の
行
政
官
覆
執
行
聖
哲
か
ち
進
ん
で
盆
糧
嚢
へ
葦
垂
つ
た
．

　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
’
　
　
　
　
　
　
　
何
と
κ
れ
ば
企
劃
的
で
あ
首
こ
と
が
執
行
的
で
あ
る
と
志
よ
り
も
、
　
一
見
》
似
合
は
し
・
い
Z
思
は
れ
み
か
ら
で
あ
る
。
完
為
し
「
企
劃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
で
あ
る
こ
と
は
、
写
る
牛
優
於
て
績
行
納
で
あ
る
こ
挙
り
も
困
讐
こ
と
畜
ら
う
し
、
筆
写
そ
の
こ
と
が
執
行
蕩

、
　
　
　
、
，
，
行
政
乏
言
か
こ
ろ
　
、
　
ゴ
．
写
」
、
一
4
，
ご
，
，
’
・
二
三
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
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（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
・
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ゆ

讃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
，
、
法
政
戸
研
㌦
．
究
筆
嚢
笙
號
6
　
　
、
　
　
　
塾
＝
四
、
　
　
、
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
こ
と
よ
り
も
遙
か
に
重
要
な
意
義
を
持
つ
こ
と
が
あ
ら
う
ρ
然
し
乍
ら
、
こ
れ
を
行
政
上
の
問
題
に
就
い
て
云
ふ
な
ら
ば
、
行
政
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
本
曇
執
行
で
あ
り
、
企
劃
的
性
格
は
第
二
義
的
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
國
家
の
作
用
に
於
て
企
劃
的
性
格
を
多
又
有
す
る
の
は
立
法
で

　
　
　
瓶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
故
に
、
行
政
に
於
て
企
劃
性
を
見
る
場
脊
に
於
て
も
行
政
に
於
け
る
企
劃
性
は
立
法
の
場
合
と
同
じ
や

　
　
◎
．
　
ポ
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
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‘

　
う
に
、
行
政
の
立
法
的
部
面
に
於
て
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
黙
に
於
て
、
行
政
は
決
し
て
企
劃
そ
の
も
の
で
は
な
い
し
、
。

　
又
行
政
に
お
け
る
企
劃
は
必
董
し
も
純
粋
に
企
劃
的
意
義
を
そ
の
ま
玉
に
持
つ
も
の
で
な
い
と
去
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
・
　
信

　
　
若
し
行
政
が
そ
の
各
部
門
に
於
て
企
劃
性
を
有
す
る
に
至
る
な
ら
ば
、
行
政
の
個
別
化
叉
は
孤
立
化
が
な
さ
れ
、
行
波
そ
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
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ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ

　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

に
於
け
る
警
の
喉
的
、
憩
合
的
意
黒
黒
讐
が
失
は
れ
る
に
至
る
で
あ
ら
蔦
勝
っ
て
、
若
し
譲
が
企
劃
化
し
行
政
の
部

．
分
的
個
別
化
が
行
は
れ
・
所
謂
行
政
に
於
け
る
セ
ク
シ
ゴ
ナ
リ
ズ
ム
が
力
を
得
る
に
至
っ
た
な
ら
ぼ
・
行
政
に
於
け
る
総
力
の
磯
揮
穂
　
’

は
園
難
と
な
り
画
家
の
総
力
を
叢
る
の
財
的
蓬
頭
せ
ら
難
く
な
る
で
あ
ら
う
。
ζ
の
こ
ど
は
譲
の
立
蒙
ら
暑
選

は
碧
膨
大
翌
翌
あ
る
と
云
は
馨
れ
ば
な
ら
な
竺
こ
霰
に
、
行
政
宣
謄
於
て
の
企
劃
性
は
、
い
濡
の
行
客
誌

も
悉
愛
護
に
層
的
に
蓉
芝
れ
る
こ
と
逐
、
箆
の
筆
墨
藁
中
毒
、
馨
的
緩
受
筈
れ
、
塁
そ
の
綜
、

，
合
せ
ら
れ
、
集
申
せ
ら
れ
た
る
力
を
自
由
に
願
虚
し
得
ら
れ
る
や
う
迄
申
央
的
笙
所
属
表
現
せ
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
蔦
争
即
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
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リ
ワ
し
　
に
　
　
　
　
　
デ

　
中
央
地
方
と
の
關
係
か
な
云
へ
ば
、
地
方
官
髄
は
執
行
的
に
、
申
無
官
聴
は
企
劃
的
に
、
叉
同
一
亭
面
上
の
官
磨
相
互
の
關
係
に
於
・

　
ず
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
ん
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

雲
食
、
向
覆
面
に
於
で
忠
権
饗
す
暑
敷
部
門
が
企
謝
的
に
、
周
爵
位
豊
橋
政
藩
門
が
執
行
啓
馨
沈
仰
な
、
．

け
書
楽
な
事
っ
液
な
識
掩
劃
五
執
運
は
難
し
∵
紛
竃
じ
遼
に
棲
限
藩
翰
藩
の
滞
．

　
　
　
　
　
ξ
　
ド
㍉
・
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炉、
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、

、

O

、

蕩
寧
歪
至
蒼
蒼
で
な
◎
重
に
・
そ
の
企
勢
を
も
霧
レ
・
滲
磐
の
企
劃
星
雲
を
招
く
掌
る
で
あ
象
・

　
　
　
る
ら

　
　
こ
れ
を
行
政
の
實
際
に
重
い
で
見
や
う
。
昨
年
十
一
丹
一
日
附
を
似
て
大
東
亜
省
設
置
に
伴
ふ
行
政
簡
索
化
の
爲
に
、
．
多
く
の
官
、

制
が
改
選
需
・
歴
た
に
官
製
製
せ
ら
れ
る
に
至
ヴ
た
・
婁
の
各
省
官
製
農
、
藝
に
當
つ
を
の
三
巴
集

落
は
薯
羅
局
の
蓄
で
あ
る
、
繕
霧
書
面
濫
淫
務
を
持
つ
か
壕
蕩
総
務
鶴
に
於
て
若
干
の
糞
回
忌

　
　
　
も
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ

’
そ
の
大
綱
に
磐
て
は
肇
伺
檬
で
あ
る
。
即
ち
．
馬
繋
に
隔
て
ぼ
國
家
の
要
請
に
麿
、
敏
速
、
適
格
に
書
す
ぺ
叢
嵩
題

　
に
關
し
・
全
体
的
見
地
か
ら
綜
合
計
劃
を
設
定
し
」
各
局
の
重
要
政
策
を
調
整
し
て
・
當
該
行
政
全
般
に
亘
り
政
策
の
統
一
を
計
る
・

ご
畜
目
的
と
す
る
つ
儀
に
依
ぞ
も
明
像
な
や
ろ
に
、
，
各
省
霧
懐
嬉
の
企
劃
食
甚
．
礎
っ
て
、
茗
七
三
で

企
割
曇
れ
た
略
の
越
鳥
ひ
各
省
響
の
霧
か
ち
の
企
謝
で
あ
り
、
省
を
習
え
て
薯
に
農
家
行
政
の
全
体
笈
び
得
る
も
の
’

と
僚
こ
と
は
出
來
季
。
暫
の
如
茗
を
器
壱
た
書
企
劃
は
屡
を
器
右
薩
の
全
体
的
、
馨
望
劃
と
裳

　
し
も
一
致
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
出
來
な
い
。
訟
國
家
の
杢
体
的
企
劃
と
必
ず
し
も
山
致
し
得
な
い
塵
の
省
の
部
分
的
内
割
が
、
、
各
省
苺

．
に
面
肘
的
暮
雲
を
ど
は
國
家
の
全
量
努
を
囎
す
る
董
窪
い
組
織
曇
る
選
奮
と
は
出
來
盗
。

　
　
こ
の
黙
に
就
い
て
、
全
体
飼
企
劃
と
部
分
的
企
劃
と
め
不
二
・
致
を
解
窪
し
、
進
ん
で
離
家
の
渤
行
力
を
敢
行
す
為
に
憾
二
の
方
法
．

　
　
　
　
　
へ

が
重
れ
て
み
る
。
一
は
、
藷
の
鋼
的
企
劃
を
悉
三
審
綜
ム
．
葡
企
劃
へ
震
吸
塵
し
む
る
こ
毒
増
、
他
の
一
は
申
．

婁
を
各
部
の
主
任
行
政
に
於
て
書
く
諭
官
界
た
ゑ
め
薄
地
鳶
或
は
塗
黒
地
書
落
は
悉
ぐ
諮
藩
し

あ
る
こ
毒
あ
み
汐
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罐
、
　
　
岱
　
政
　
研
　
究
　
第
＋
三
巻
第
ご
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦
　
二
六
　
　
　
　
　
・

O

　
　
聾
　
．
　
　
第
『
に
、
・
各
省
か
ら
個
別
的
企
劃
性
を
奪
っ
て
こ
れ
を
悉
く
綜
合
的
企
劃
官
臆
例
へ
ば
蝋
燭
省
へ
集
即
せ
し
め
る
こ
と
は
、
國
家

　
　
　
　
　
　
の
綜
合
力
を
嚢
揮
す
る
て
と
に
於
て
、
、
重
要
な
方
法
で
み
る
と
云
は
導
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
玉
る
企
劃
省
は
各
省
り
聞
に
あ
っ
て

　
　
　
　
　
　
は
、
最
も
互
大
な
る
規
模
と
構
造
ど
を
有
す
べ
き
こ
と
は
言
ふ
を
侯
た
な
い
。
企
劃
省
に
は
專
任
の
企
劃
省
勤
務
者
が
配
置
さ
れ
る

　
　
　
　
　
、
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
各
省
の
專
門
員
は
直
ち
に
企
劃
雀
の
要
員
と
な
り
、
企
劃
事
務
を
験
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
從
っ
て
、
企
噂

　
　
　
　
　
　
劃
省
に
於
て
企
劃
せ
ら
れ
薩
は
、
誰
茗
的
偏
見
掻
る
こ
と
な
く
、
常
に
國
家
の
全
体
的
立
熱
量
つ
こ
と
が
出
來
る
の
で

　
．
　
　
　
　
あ
る
。
斯
く
・
の
如
く
、
綜
合
的
企
劃
省
が
設
置
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
各
省
は
唯
弐
軍
に
企
劃
省
に
於
で
綜
合
せ
ら
れ
た
企
劃
を
夫
々

　
　
　
、
　
　
　
の
主
任
行
政
事
務
に
云
い
て
具
体
化
し
、
こ
れ
を
現
實
に
執
行
す
る
爲
の
諸
般
の
封
策
を
決
定
し
、
以
て
各
量
的
偏
見
か
ち
解
放
せ
　
　
　
　
曳

　
　
鋳
．

　
　
　
　
　
　
ら
れ
、
國
家
の
全
行
政
執
行
力
を
一
落
強
化
す
る
こ
と
が
出
営
る
で
あ
ら
う
。
各
省
に
於
て
は
、
綜
合
的
企
劃
の
基
礎
の
上
に
各
省
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．
に
適
合
し
妥
當
す
る
企
誹
を
翻
身
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
．
即
ち
、
線
合
的
企
劃
か
ら
個
別
的
企
謝
へ
展
開
せ
し
め
、
各
省
の
執
行
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力
を
し
て
國
家
の
綜
合
的
企
劃
に
副
は
し
め
る
こ
と
が
可
能
ど
な
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
こ
れ
に
依
っ
て
、
各
省
は
、
直
接
為
執
行
・

　
　
　
　
　
　
の
認
め
の
準
備
宮
田
と
な
る
に
至
る
で
あ
ら
う
ゆ
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．
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ざ
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．
．
第
二
に
・
申
央
智
を
し
て
企
劃
官
鰹
ら
し
め
㍉
一
．
般
地
方
行
政
擁
を
し
て
執
行
壁
ら
し
む
る
こ
と
は
、
國
家
の
執
努
を

　　

@　

@　

曹
ｷ
覆
点
て
磐
癒
潔
方
法
で
あ
ゑ
鳶
訟
け
港
蒼
毬
。
ノ
．
．
四
．
ゴ
・
ゴ
、
弄
が
．
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@　
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思
壷
現
行
懐
灘
に
塗
、
．
最
も
濁
る
瀦
舗
謬
執
麿
の
窺
懸
る
。
遍
諾
に
於
て
の
複
覇
畿
－

　　

@　
@　

ﾍ
企
里
．
憾
執
行
蒸
劃
噛
行
路
の
聞
灘
の
遡
竜
連
理
も
選
書
急
報
鷹
こ
唐
窃
へ
ば
．

　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
　
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
‘
　
声
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こ
れ
を
一
、
都
市
の
市
臆
機
構
に
趣
い
て
見
る
に
、
王
地
行
政
に
就
い
て
竜
水
道
、
，
瓦
斯
、
道
路
、
’
心
血
、
衛
生
、
公
園
の
各
課
が
共
．

・
書
、
尿
の
道
路
に
就
い
馨
課
委
の
豪
ら
こ
れ
を
企
劃
し
、
讃
し
ト
そ
こ
に
何
糖
統
制
嘉
蒸
れ
て
ゐ
ぴ
。

・
　
＝
斯
く
の
如
き
で
あ
っ
て
は
、
到
底
行
政
の
執
行
力
を
確
保
し
、
＼
都
市
の
充
分
な
る
磯
展
を
仕
上
し
、
孟
夏
生
揺
の
幸
幅
を
實
現
す
る

、
｝
は
墨
な
船
こ
癌
塗
至
な
潅
、
略
課
懸
塾
せ
ら
巾
た
企
勢
は
、
こ
れ
を
市
蟹
湧
部
局
に
藩
し
3

　
　
　
部
の
部
局
に
於
て
全
体
的
企
劃
を
爲
さ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
（
こ
の
こ
と
は
第
一
に
猛
て
述
べ
た
や
う
な
弊
害
、
即
ち
各
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
市
の
個
別
納
、
分
立
的
企
劃
を
併
存
せ
し
砂
、
當
高
地
臣
方
に
於
け
る
都
市
の
総
総
を
焚
動
せ
し
め
る
こ
吉
に
不
適
當
な
結
果
を
生
ぜ

　
　
　
レ
み
諭
で
勇
．
こ
の
故
に
・
こ
霧
聖
画
て
は
、
寧
ろ
発
で
葛
藤
ぢ
も
？
機
馨
，
よ
り
強
化
せ
ら
れ
た
執
行
璽
．

　　

@
本
葺
誉
ζ
聴
許
凄
で
奮
。
響
都
市
ば
か
り
で
緩
く
悉
く
の
町
村
を
碧
、
そ
れ
ら
の
．
言
違
行
政
臆
は
攣
執
行

　　

@
讐
騰
れ
ば
な
喉
．
権
謀
行
政
繍
が
執
懸
る
の
董
確
保
ナ
る
て
と
に
依
り
＼
叉
中
央
者
省
は
企
劃
官
聴
悔

　
　
　
る
こ
と
に
於
て
・
古
家
の
よ
り
よ
き
企
劃
ど
執
行
と
を
併
せ
保
持
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
・
　
㌧
　
　
・

　　

@
．
ざ
ろ
の
方
法
を
葉
書
・
行
整
於
け
る
企
鼻
糞
讐
れ
盆
奏
童
子
に
於
て
な
さ
れ
る
し
と

　
　
　
を
必
要
象
る
豪
し
、
行
政
暴
け
る
執
行
力
は
警
個
別
化
し
、
釜
書
体
化
す
る
こ
と
藁
港
あ
る
ど
云
は
な
げ
れ
繧

　
　
　
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
◎
　
　
．
，
　
　
4
、
・
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
之
忽
反
し
、
若
し
行
政
に
於
肥
る
企
劃
が
進
ん
で
執
行
の
中
に
介
入
℃
、
執
行
を
指
揮
し
、
牽
制
し
、
執
行
力
に
動
揺
を
與
へ
る
。

　
　
　
な
ら
ば
、
執
行
力
砂
弱
体
を
養
魚
、
巻
舌
の
健
全
な
嚢
展
を
妨
害
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
し
、
又
行
政
に
於
け
る
執
行
が
進
ん
で
企

　
　
　
　
，
」
．
行
政
と
．
・
，
、
，
る
一
ど
こ
ろ
　
　
　
噛
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
．
　
　
．
’
　
　
－
　
哺
一
七

　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
’
　
　
　
　
風
　
　
’
　
　
　
　
　
、
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
’
　
　
　
廓
　
　
　
　
　
　
σ
・
『
　
　
㌧
・
、
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@
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．
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、
擁
．
摩
藩
．
堕
鋭
、
’
．
・
．
．
．
．
．
－
　
，
’
、
ゴ
・
　
．
二
八
．
ご
．
’
．
ー
ー
－

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@
　
、
「
三
㍉
鹸
．
減
，
・
，
一
．
7
．
鉱
，
．
乞
．
『
∴
・
㌃
　
　
　
　
　
　
　
》
．

　　

@・．

~
器
類
題
と
勲
爺
毒
薬
境
慮
れ
書
舗
、
復
を
饗
す
警
醒
の
櫨
の
灘
が
孤
欝
に
現

　　　　

ﾓ
欠
簾
蕃
語
穫
羅
馬
悪
行
蓬
麻
裏
ば
魔
も
零
あ
悪
云
ふ
を
灘
瀬
野
へ
思
詰
を
物

事
端
に
一
就
　
芝
謂
う
零
墨
讐
轟
羅
義
資
繕
遷
入
竜
、
溜
藩
漂
灘
る
幣
で

　
　
．
！
蔓
壽
ぐ
の
丁
霊
詮
、
篠
懸
釜
の
諮
婁
廷
謹
書
濃
潅
麿
。
遷
職
準
に
善
喜
の

、・

ｯ
蕊
船
の
歪
灘
に
姦
漂
　
嚢
課
遷
籍
課
遷
讐
も
Q
薯
ケ
憾
。
鷺
に
腰
謹
渚
に
滲
写

「あ

x
ど
企
劃
の
審
書
叢
羅
う
寡
讐
が
議
題
む
な
粂
蕩
の
砂
煙
が
灌
じ
書
羅
年
四
月
ガ

・
、
曝
露
に
於
て
壕
匪
箆
綿
講
書
零
露
厳
暑
氷
吻
囎
♪
3
癖
藷
講
書
跨
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．
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・
・
　
レ

霧
の
不
黒
の
綜
陰
あ
っ
て
憂
し
て
各
課
員
そ
ゆ
読
み
奈
親
切
君
る
が
爲
め
で
な
い
．
蓬
．
篠
落
弓
懸

く
不
親
切
で
あ
慕
如
く
解
せ
ら
れ
る
に
至
り
、
途
に
昨
年
＋
，
一
．
月
の
笹
書
馨
は
、
ζ
れ
避
止
は
殆
ん
遊
現
著
れ
ん
ど

・
ず
る
三
盆
の
で
あ
㍗
三
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．
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鳶
は
馨
る
一
例
で
あ
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碧
羅
あ
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ゆ
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観
σ
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レ
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・
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組
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も
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．
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企
響
暮
と
の
組
合
せ
嶺
蓬
諭
す
髭
挙
れ
ば
薯
な
い
．
企
劃
と
執
行
と
の
ぎ
組
合
せ
か
ら
よ
論
勢
が
生
れ
一

ゑ
あ
ら
う
し
還
れ
を
糧
す
る
磐
よ
い
活
動
勿
が
生
す
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
意
味
素
て
、
行
政
の
企
劃
と
警
と
の
問
題
・

奨
の
望
を
震
旦
妻
藁
の
魯
を
織
る
噛
喫
愚
な
澗
題
強
運
腰
畷
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静
仁
二
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．
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氏
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史
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り
毎
日
新
…
聞
酔
（
東
京
）
昭
和
十
八
年
輔
月
三
十
日
隔
　
・
，
　
　
．
、
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